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岡山県国際理解教育研究会
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海外生活３年の経験を持たれた先生

方の貴重な体験を生かそうと結成され

たのが「帰国教師の会」現在の「岡山

県国際理解教育研究会」で，６年前の

昭稲6年（1981年）です。その２年

後，記録に残るものとして，本誌「国

際理解」が発刊されるようになったと

聞いています。

あ いさつ

岡山市立高松中学校
や

会 長西崎正明

「国際理解」第４号の発刊となりま

した。本誌の内容は，海外日本人学校，

補習授業校に勤務された方々の目から

見たそれぞれの勤務国の一端です。

言葉を考えさせられました。日本の頭

で考える自主性と，ヨーロプパ人達の

長い歴史の中.で培われた身についた自

主性の違いです。

カルカタでは旅行でなく生活をしま

した。日本で知っていた知識と，生活

をして得た知識の差に驚きました。そ

して帰国後もう一度関係の本などを読

んで，その知識の深さを感じました。

《
）

昨今「国際性」「国際理解」等とい

う言葉は日常用語となった感がありま

す。その意味するものは何でしょうか。

知識（文化).理解でしょうか，人間の

持つ感性陶冶でしょうか，あるいはそ

のような事を考えることが間違いでし

ょうか，よくわかりません。

本年度，私は，会の結成，本誌の発

刊と実綴を残された三宅前会長から会

長を引継ぎました。

私の海外経験は，昭和弱年（１９７８

年）にヨーロプパ６ケ国の１ケ月視察

旅行と，昭和56年（1981年）から３

年間のカルカタ（インド）日本人学校

のものです◎

ヨーロプパでは，「自主性』という

多数の日本人が世界各地に出かけ活

躍をしています。こんなところにも日

本人が，日本語がとびっくりすること

がありました。子供達も親につれられ

て，世界各地で経験を積んでいます。

一方外国の人達も多数日本で生活をし，



岡山県における在外日本人学校教員

派遣制度のスタートをふりかえって

岡山県立岡山養護学校

本会顧問藤井昭平

昭和46年日本が高度経済成長を続け

ている頃海外で活躍している日本人の

子女を教育している日本人学校へ教員

を派遣して．くれるようにと国の方から

要請がありました。

当時私は教育庁学事課でこの問題の

担当を仰せつかり，さっそく既に教員

を派遣しているいくつかの県に照介し

てその実情調査を行い国の指導を受け

ながら準備を進めました。

当時の在外日本人学校の総数は30数

校で派遣教員数も３５０名前後だったと

思います。（昭和61年度：学校数…８１

校・教員数…１０１４人）

岡山県でも１年について２名ずつの

派遣ということで実施計画を立てまし

た。派遣教員の身分については現所属

の学校の教員の身分のままで研修出張

の形とすることとしましたが，いちば

ん困ったのは，財政担当の方から「海

外の日本人学校の子女教育のために働‘

く先生の給与をなぜ岡山県が負担しな

ければならないのか｡｣という意見が出

てなかなかこの派遣制度に同意がいた

だけなかったことです。私たちは「海

外の日本人学校で貴重な研究や体験を

積んだ先生方がやがて帰国して岡山県

の教育界で国際性豊かな感覚をもって

教育をして･もらうことになるので，こ

れは岡山県の教育の充実発展に大いに

役立つことだ。どうか長い目で見てほ

しい。｣と言ってねばり強く説得しやっ

と了解をとりつけました。

このようにして，昭和47年度，岡山

県からの第１回派避者として，西ドイ

ツへ三宅正勝先生，ペルーへ南井滋野

先生を送りました。その後も毎年度２

名ずつの派遣が続きましたが，昭和５３

年度から派遣教員の給与が全額国庫負

担ということになり，派遣人数を大幅

にふやすことができるようになりまし

た。

やがて３年間の勤務を終えて次々に

帰国された先生方が県下各地で海外の

教育事情について講演をされたり，体

験記を出版されたり活発な活動をされ

るようになりました。とりわけ，新し

く派遮される先生方へのアドバイスと

いう点では親身で適切な指導者となっ

ていただきました。




















































































































































































































































